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＜参考＞ 
１． はじめに 

 企業ネットワーク専門委員会企業網インタフェースサブワーキンググループはサーバ間連携のプライベート網（IP 網）

を中心とした IP プロトコルの標準化を実施している。  今後の市場および国際勧告の動向を考慮すると、SIP(Session 

Initiation Protocol)プロトコルをベースとした付加サービス技術及びアプリケーション連携の技術を企業網内におい

ても検討する必要がある。 更に本標準で規定するローミング付加サービスについてはレガシーＰＨＳ及びＷｉＦｉ端末

をＳＩＰ網間でサーバ間連携させ、各種端末がノード間（ＳＩＰ網間）で移動した際にも通信が可能なサービスニーズが

あり標準化することとした。 

 

本標準は、以下を目的として規定する。 

• 企業内で国内独自の SIP プロトコルを新たに定義することにより、国内の企業内で求められている、ＩＰ

網を使用しての移動端末の制御が可能となる。 

• 企業内で使用するため事業者と異なり軽いプロトコルを定義し接続性を高める。 

 

上記、背景、理由により企業 SIP 網間における企業ＳＩＰ網間でのノード間ローミング付加ーサービス相互接続インタ

フェース技術仕様に関して標準化を行う。 

 

２．改定の履歴 

 

版 数        制  定  日           改  定  内  容 

第 1版 2009 年 5 月 27 日 制  定 

第 1.1 版 2009 年 12 月 10 日 誤記修正 

 

３．その他 

 （１）参照している勧告、標準等 

ＴＴＣ標準 ：ＪＪ－２２．００ ＴＴＣにおける企業ＳＩＰ関連技術仕様群に関するガイドライン 

    ＴＴＣ準拠 ：ＪＪ－２２．０１ 企業ＳＩＰ網間における相互接続インタフェース技術仕様 

ＴＴＣ準拠 ：ＪＪ－２０．６０ 私設総合サ-ビス網（ＰＢＸ間ローミング付加サービス） 

－ＰＢＸ間信号プロトコル仕様 

 

 （２）他の国内標準との関連 

        他の国内標準との関連は無い。 

 

４．標準作成部門 

   第１版 ： 企業ネットワーク専門委員会 

   第 1.1 版： 企業ネットワーク専門委員会
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１．規定範囲 
本標準は、私設総合サービス網（Ｐｒｉｖａｔｅ－ＳＩＰ：Ｐ－ＳＩＰ）における「ＳＩＰ網間ローミング付加サー

ビス」を提供するための、ノード間ＳＩＰプロトコル仕様を規定する。 

Ｐ－ＳＩＰを構成する複数のサーバの無線サービスエリア間を移動する移動局に対して、位置登録や発着信等を、移

動局の所在に関わらず提供するノード間付加サービスである。 

本標準では、企業ＳＩＰ網内を移動する移動局に対して、基本呼サービスを提供するために必要な機能セットとして、

位置登録手順、位置登録削除手順、ローミング時の発信手順、ローミング時の着信手順、位置情報照合手順、認証手順を

規定する。 

本標準の規定点は、ＪＪ-２２.０１で規定されるサーバ間インタフェース仕様に則り、プロトコルを規定する。 

 なお、本標準における移動局の無線インタフェースは、第二世代コードレス電話システム標準規格(RCR STD28)＜ＰＨ

Ｓ＞及びＷ－ＬＡＮに対しての規定をしており、他の無線システムへの適用は本標準の対象外とする。 

 

２．本標準の位置 
 本標準のドキュメントの位置を表す。 

 

 

 

 

 

 

ＸＸＸＸサービスに関する技術仕様 

ＹＹＹＹサービスに関する技術仕様 

ＡＡＡＡ 
技術仕様

ＺＺＺＺサービスに関する技術仕様 

ﾌﾚｰﾑﾜｰｸ規定 

ＢＢＢＢ 
技術仕様

ＣＣＣＣ 
技術仕様 

ＤＤＤＤ 
技術仕様

＜サービス規定技術仕様＞ 

付加サービスに関連する技術仕様 

＜接続インタフェース規定技術仕様＞ 

フレームワーク内で用途／適用範囲 

を制限した技術仕様群 

＜フレームワーク規定技術仕様＞ 

ベースとなるフレームワーク 

技術仕様群 

本標準 

  JJ－22.00 SIP関連技術仕様の構成 
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４．本標準を使う上での構成 
 ４．１ システム構成から見たプロトコルの規定位置 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終端 
サーバ 

企業内 企業内 

終端 
サーバ

管理Ｂ管理Ａ 
 ﾛｰﾐﾝｸﾞ情報中継 

参照点（関門局接続有り） 

BS AP BS AP

ＳＩＰ網

     ﾛｰﾐﾝｸﾞ情報中継  ﾛｰﾐﾝｸﾞ情報中継 

移動

P 

H 

S 

WiFi 

端

末 

P 

H 

S 
移動

 端末⇔サーバ間プロトコルは 

 本仕様の対象外 

 

ＳＩＰローミング接続の参照点（プロトコル定義範囲） 

WiFi

端

末
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  ４．１．１ 中継型サーバ方式について 

  下記に本検討にあたってのネットワーク概略図と本規定のインタフェース部分を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ４．１．２ エンドポイント型方式について 

 

 

 

 

終端サーバ 終端サーバ 

   ＳＩＰ網 

メッシュ方式 終端サーバ 終端サーバ 

センタサーバ方式 

管理Ａ 

終端 
サーバ 

終端 
サーバ 

終端
サーバ

終端
サーバ

終端 
サーバ 

終端
サーバ

企業内 
（関門サーバ） 

（Ｐｒｏｘｙ／Ｂ２Ｂ）

企業内 
（I関門サーバ） 

（Ｐｒｏｘｙ／Ｂ２Ｂ） 

管理Ｂ

センタサーバ方式 企業内 
（センタサーバ） 

（Ｐｒｏｘｙ／Ｂ２Ｂ）

ＳＩＰ網 

JJ-22.01と連携したSIPﾛｰﾐﾝｸﾞ 
（本規定） 

終端 
サーバ 

JJ-22.01(企業SIP＜基本＞) 

終端 

サーバ 終端 

サーバ

JJ-22.01と連携したSIPﾛｰﾐﾝｸﾞ 
（本規定） 

JJ-22.01(企業SIP＜基本＞) 

ＳＩＰ網 
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 ４．２ ＳＩＰプロトコル構成 

  今回のプロトコルとしてはアプリケーションレイヤでのインタフェース仕様を規定するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４．３ 無線ＬＡＮプロトコル構成 

  対象外とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アプリﾘケーション（移動網） 

音声符号化 

 ＲＴＰ 

ＲＴＣＰ 

 

ＳＩＰ 

 
ＳＤＰ 

         ＵＤＰ    ＴＣＰ 

               ＩＰ 

              物理 ＭＡＣ 

無線ＬＡＮ 

          ＩＥＥＥ８０２．１１（ＭＡＣ層） 

ＩＥＥＥ８０２．１１ｂ ＩＥＥＥ８０２．１１ａ 

  ＯＦＤＭ       ＤＳＳＳ 

       ２．４ＧＨＺ帯   ５ＧＨｚ帯 
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５．定義 
５．１ 外部定義 

本標準で使用する用語の中で、他の標準で定義されているものについて以下に示す。 

＜ＳＩＰ網＞ ：企業網内で定義されたＳＩＰプロトコルを使用したネットワーク  

 ＜サーバ＞  ：ＩＰ－ＰＢＸ、Ｐｒｏｘｙサーバ、Ｂ２ＢＵＡサーバを意味する。 

＜Ｃ参照点＞ ：本プロトコルが定義する規定点 

＜ＰＳ＞ ：ＰＨＳ端末もしくはＷｉＦｉ端末（ＷＬ端末）を意味する。 以降、共通用語としてＰＳに統一する。 

 

５．２ 本標準での定義 

本標準で定義し、使用する用語について以下に示す。 

 

５．２．１ ホームサーバ 

あるＰＳに着目したとき、そのＰＳのＨＬＲ機能を有するサーバを示す。１つのＰＳに対して、ＳＩＰ網内に１つのホ

ームサーバが存在する。 

 

５．２．２ ビジタサーバ 

あるＰＳに着目したとき、そのＰＳのホームサーバ以外のサーバであり、サーバ間ローミング中そのＰＳが在圏してい

るサーバを示す。 ビジタサーバはサーバ間ローミング中のＰＳに対して、移動通信サービスを提供する。 

 

５．２．３ ホームロケーションレジスタ(ＨＬＲ) 

ＰＳの移動性を保証し、ＰＳへサーバ間ローミングサービスを提供する上で必要になるすべての情報を管理するデータ

ベースを示す。 ＰＳのＨＬＲは、そのＰＳのホームサーバが管理する。 

 

５．２．４ ビジタロケーションレジスタ(ＶＬＲ) 

サーバ間ローミング中のＰＳに対して、サービスを提供するための情報を管理するデータベースを示す。 サーバ間ロ

ーミング中のＰＳに対するＨＬＲ相当の機能として、そのＰＳがサーバ間ローミングを行っている間、一時的に開設され

る。 

 

５．２．５ サーバ間ローミング 

ＰＳがＳＩＰ網を構成するサーバ間の無線エリアを移動し、発着信サービスアクセス等をする行為を示す。 

 

５．２．６ 認証 

ＰＳに対する正当性をサーバが検証する行為を示す。 

 認証方法に関してはＷｉＦｉ端末とＰＳ端末とで認証方式が異なる為、今回は本資料には記載しない。 

 

５．２．７ ＰＳ（ＷｉＦｉ）番号 

ＳＩＰ網においてサーバがＰＳを一意に識別するための番号を示す。 
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５．２．８ サーバ間ローミング番号 

ホームサーバがサーバ間ローミング中のＰＳへ呼をルーチングするために、ビジタサーバにおいて一時的に割り当てら

れる番号を示す。サーバ間ローミング番号は、位置情報としてＨＬＲに登録される。 

 

５．２．９ サーバ間ローミングサービスプロファイル 

ＰＳにサーバ間ローミングサービスを提供するために必要な、認証情報やＰＳの情報を含むサービスプロファイルを示

す。ＰＳがサーバ間ローミングを行った時に、ＨＬＲからＶＬＲへ転送される。 
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５．３ 動作概要について 

今回の仕様は、VOIP網を通して
サーバ間ローミング付加サービス

を実現する方法 

SIP でＰＳ（WiFi）ローミングを実施する例の構成図 

④ 

サーバ-A 局の 

内線：5000 番 

IP 

電話交換 

サーバ 

-Ａ 

① 

拠点Ａ 拠点Ｂ

② ③ ④ 

内線：5000 番がサーバ B に

在圏している情報 

＜HLR 情報＞ 

サーバの内線：5000 番が自

局に在圏している情報 

＜VLR 情報＞ 

③ 

内線から 5000 番をダイヤル 

するだけでサーバＢに在圏してい

るを追いかけ、呼び出すことがで

きる 

IP 

電話交換

サーバ 

-Ｂ 

VoIP 網

IP 電話交換サーバにて実現する SIP プロトコルを用いたサーバ間ローミング付加サービス 

① 拠点Ａの内線が拠点 B に移動 

② IP 電話交換サーバ-A 局と IP 電話交換サーバ-B 局の間の IP ネットワーク上で VoIP 呼

制御プロトコルに SIP（Session Initiation  Protocol）を用いた通信にて携帯の位置情

報の交換が行われる。 

③ ②の結果、IP 電話交換サーバ-A 局では内線：5000 番が IP 電話交換サーバ-B 局に

在圏していることを認識（HLR 情報）し、また IP 電話交換サーバ-B 局では IP 電話交換

サーバ-A 局の内線：5000 番が自局に在圏していることを認識（VLR 情報）する 

④ IP 電話交換サーバ-A 局に収容される内線から内線：5000 番を呼び出した場合、HLR

情報をもとに VoIP 呼制御プロトコルに SIP（Session Initiation Protocol）を用いた通信

を介して携帯を追いかけ IP 電話交換サーバ-B 局に在圏している携帯：5000 番を呼び

出すことができる 

AP AP 

WiFi 端末 WiFi 端末

④ 

② 



 － 15 － ＪＪ－２２．０７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

着信する例の構成図 

ｻｰﾊﾞ A 局の 

WiFi 内線：5000 番 

IP 

電 話 交

換 サ ー

バ-Ａ 

⑥ 

拠点 A 拠点 B

④ 

①②③ 

WiFi 内線：5000 番が PBX-B

に在圏している情報 

＜HLR 情報＞ 

サーバ A の Wifi 内線：5000

番が自局に在圏している情

報 

⑤ 

IP 

電 話 交

換 サ ー

バ-Ｂ 

VoIP 網

⑥着信 
⑤ローミング中内線に着信
決定 

 

④通常の INVITE シーケンス 

②HLR にサーバ B に

ローミング中情報あ

り。 
③サーバ B に向け転

送※１ 

①5000 に発信 

※１：SIP-URL⇒IP アドレス変更は各サーバデータベースによる。 

AP AP

WiFi 端末
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６．サーバ間ローミング付加サービス（ＳＳ－ＩＳＲ）のための信号プロトコル 
６．１ ＳＳ－ＩＳＲ記述 

ＳＳ－ＩＳＲは、ＳＩＰ網を構成する複数のサーバの無線サービスエリア間を移動するＰＳ（ＷｉＦｉ端末）に対し、

発着信やサーバ間位置登録をＰＳ（ＷｉＦｉ端末）の所在に関わらず提供するものである。 

 

６．２ ＳＳ－ＩＳＲオペレーション要求条件 

本標準では、表６．１に示すオペレーションをホームサーバ、ビジタサーバに実装すること。 

 

  表６．１／ＪＪ－ オペレーション一覧 

オペレーション ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｸﾗｽ パフォーマ 概要 

サーバ間ｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛﾌｧｲ

ﾙ問い合わせ

(GetSerProfInf) 

２  ホームサーバ ホームサーバに、ＳＳ－ＩＰＲに必要なサービスプロファイル

情報を問い合わせる為に使用する、呼と独立したオペレーショ

ン 

サーバ間位置登録

(LocRegUpd) 

２ ホームサーバ PSのローミング番号をホームPINXに登録す 

る為に使用する、呼と独立したオペレーション 

サーバ間位置登録 

削除(LocRegDel) 

２ ビジタサーバ ビジタサーバ ビジタサーバに存在するPSの情報を消去する為

に使用する、呼と独立したオペレーション。 

サーバ間ローミング

着信(RomCallFwrd) 

３ ビジタサーバ ビジタサーバに在圏するPSに着信する為に使用する、呼と関連

したオペレーション。 

サーバ間位置情報照

合(LocInfChk) 

２ ホーム／ ビ

ジタサーバ 

ビジタサーバとホームサーバの位置情報を照合する為に使用

する、呼と独立したオペレーション。 

サーバ間認証演算 

(AuthCipReq) 

２ ホームサーバ ホームサーバに、認証演算を要求する為に使用する、呼と独立

したオペレーション。シナリオ２の時のみ使用する。 

補遺：本機能はＷｉＦｉ端末としては使用しない。 

 

６．２．１ ホームサーバへの要求条件 

 ホームサーバは、ＩＥＦＴ－ＲＦＣ３２６１（JJ-22.01）に示される呼制御手順を用いる。サーバ間のコネクション設

定は手順毎に行われる。 

 

６．２．２ ビジタサーバへの要求条件 

 ビジタサーバは、ＩＥＦＴ－ＲＦＣ３２６１（JJ-22.01）に示される呼制御手順を用いる。サーバ間のコネクション設

定は手順毎に行われる。  

 

６．２．３ 中継サーバへの要求条件 

 中継サーバに関しては考えないものとするが、サーバが中継に入った場合はＰｒｏｘｙサーバはルーティングのみを主

体とし、ローミング情報は透過するのみとする。  

 

６．３ ＳＳ－ＩＳＲオペレーションコーディング条件 
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６．３．１ オペレーション 

 XML によってコーディングされたＳＳ－ＩＳＲで使用するオペレーションを表６．２／ＪＪ－示す。 

        

 表６．２／ＪＪ－ オペレーションコーディング（１／３） 

 

{ＸＭＬ：Ver XXXXX       }  

Inter･Server･Roaming･Operations {ccitt(0) administration(2) japan(440) 

  pnw(101) inter･pbx･roaming(2)} 

  ⇒ JJ-20.60からの引用とする。 
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       表６．２／ＪＪ－ オペレーションコーディング（２／３） 

 

･･ 以下に示すオペレーションは、シナリオ１、シナリオ２で共通である。 

 

GetSerProfInf ::=  OPERATION 

    ARGUMENT  GetSerProfInfArg 

    RESULT   GetSerProfInfRes 

    ERRORS   {userNotSubscribed, notAvailable, insufficientInformation} 

LocRegUpd ::=  OPERATION 

    ARGUMENT  LocRegUpdArg 

    RESULT    

    ERRORS   {notAvailable, insufficientInformation} 

LocRegDel ::=  OPERATION 

   ARGUMENT  LocRegDelArg 

    RESULT    

    ERRORS  {notAvailable, insufficientInformation} 

RomCallFwrd  ::= OPERATION 

    ARGUMENT  RomCallFwrdArg 

    ERRORS   {notAvailable, insufficientInformation} 

LocInfChk ::=  OPERATION 

    ARGUMENT  LocInfChkArg 

    RESULT   LocInfChkRes 

    ERRORS   {notAvailable, insufficientInformation} 

 

 ･･次に示すオペレーションはシナリオ２のみで使用される。 

 

AuthCipReq ::=  OPERATION 

    ARGUMENT  AuthCipReqArg 

    RESULT   AuthCipReqRes 

    ERRORS   {insufficientInformation, notAvailable } 
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  表６．２／ＪＪ－ オペレーションコーディング（３／３） 

 
 

GetSerProfInfArg ::= SET {psn   [2]IMPLICIT PsNumber} 

GetSerProfInfRes ::= SET {ps･id [1]IMPLICIT Ps･Id, 

                          class [4]IMPLICIT SubscriberClass OPTIONAL, 

                          callingPartyNumberIETF-RFC3261InformationElement 

OPTIONAL    ･･ PS(WiFi)端末の発番号。IETF-RFC3261の発番号情報要素の型と同じ。 

                          IMPLICIT CHOICE { 

                              authkey [3]IMPLICIT AuthenticationKey, 

                              ･･ シナリオ１で使用する。 

                          authkeyinf AuthenticationKeyInformation, 

               --シナリオ１ａで使用する。         

                              authinf AuthenticationInformation}} 

                              ･･ シナリオ２で使用する。 

LocRegUpdArg  ::=  SET {psn  [2]IMPLICIT PsNumber, 

                           rmnum [5]IMPLICIT RoamingNumber} 

RomCallFwrdArg ::=  SET {psn  [2]IMPLICIT PsNumber 

                      calledpartyNumber IETF-RFC3261InformationElement OPTIONAL} 

          ･･ PS（WiFi）端末の着番号。IEFT-RFC3261の着番号情報要素の型と同じ。 

LocRegDelArg  ::=  SET {psn  [2]IMPLICIT PsNumber} 

LocInfChkArg  ::=  SET {psn  [2]IMPLICIT PsNumber, 

               rmnum [5]IMPLICIT RoamingNumber} 

LocInfChkRes  ::=  SET {reply [6]IMPLICIT Reply} 

AuthCipReqArg ::=  SET {psn  [2]IMPLICIT PsNumber, 

                           rnd  [8]IMPLICIT AuthenticationRandomPattern} 

AuthCipReqRes ::=  SET {authres [9]IMPLICIT AuthenticationCipheringPattern} 

AuthenticationKeyInformation::=IMPLICIT SET{authtype[10]IMPLICIT                     

                                           AuthenticationType,                   

                              authkey [3]IMPLICIT                         

                                           AuthenticationKey}                   

AuthenticationInformation ::=IMPLICIT SET {authtype[10]IMPLICIT 

                                           AuthenticationType, 

                                    rndlen [7]IMPLICIT 

                                     AuthenticationRandomPatternLength} 
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６．３．２ 情報要素 

６．３．２．１ ファシリティ情報要素 

 ファシリティ情報要素は、ホームサーバとビジタサーバ間で伝送される。情報要素のコーディング詳細については、Ｉ

ＥＦＴ－ＲＦＣ３２６１(JJ-22.01)を参照のこと。 

 

６．３．２．２ 着番号情報要素 

 ローミング着信時のオペレーションは、ＩＥＦＴ－ＲＦＣ３２６１(JJ-22.01)を用いた呼と関連したオペレーションで

あり、その際の着番号情報要素の情報内容はサーバ間の RQＴ-LINE を用いる。その他のオペレーションは呼と独立したオ

ペレーションである。 

 

６．３．２．３ その他の情報要素 

 その他の情報要素のコーディング詳細については、ＩＥＦＴ－ＲＦＣ３２６１(JJ-22.01)を参照のこと。 

 

６．３．３ メッセージ 

 各メッセージの詳細についてはＩＥＦＴ－ＲＦＣ３２６１(JJ-22.01)を参照のこと。 

 

６．４ ＳＳ－ＩSＲ状態定義 

  ＳＳ－ＩＰＲ手順は、下記の概念的な状態によって記述される。 

 

６．４．１ ホームサーバの状態 

６．４．１．１ サーバ間位置登録手順 

６．４．１．１．１ ＩSＲ－登録－空き 

   サーバ間位置登録オペレーションが起動されていない状態。 

 

６．４．１．１．２ ＩＳＲ－登録－位置登録待ち 

 ビジタサーバに「サーバ間サービスプロファイル問い合わせ」リターンリザルトＸＭＬを 

送信した状態。 

 

６．４．１．２ サーバ間位置登録削除手順 

６．４．１．２．１ ＩＳＲ－削除－空き 

 サーバ間位置登録削除オペレーションが起動されていない状態。 

 

６．４．１．２．２ ＩＳＲ－削除－位置登録削除要求 

   ビジタサーバに「サーバ間位置登録削除」インボークＸＭＬを送信した状態。 
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６．４．１．３ サーバ間ローミング着信手順 

６．４．１．３．１ ＩＳＲ－着信－空き 

   サーバ間ローミング着信オペレーションが起動されていない状態。 

 

６．４．１．３．２ ＩＳＲ－着信－ローミング着信 

   ビジタサーバに「サーバ間ローミング着信」インボークＸＭＬを送信した状態。 

 

６．４．１．４ サーバ間位置情報照合手順 

６．４．１．４．１ ＩＳＲ－照合－空き 

   サーバ間位置情報照合オペレーションが起動されていない状態。 

 

６．４．１．４．２ ＩＳＲ－照合－位置情報照合要求 

   ビジタサーバに「サーバ間位置情報照合」インボークＸＭＬを送信した状態。 

 

６．４．１．５ サーバ間認証演算手順 

 本手順は、定義しない。（ＰＳに関してはＪＪ－２０．６０を参照）。 

 

６．４．１．５．１ ＩＳＲ－認証－空き 

   サーバ間認証演算オペレーションが起動されていない状態。 

 

６．４．２ ビジタサーバの状態 

６．４．２．１ サーバ間位置登録手順 

６．４．２．１．１ ＩＳＲ－登録－空き 

サーバ間位置登録オペレーションが起動されていない状態。 

 

６．４．２．１．２ ＩＳＲ－登録－サービスプロファイル問い合わせ要求 

   ホームサーバに「サーバ間サービスプロファイル問い合わせ」インボークＸＭＬを送信した 

状態。 

 

６．４．２．１．３ ＩＳＲ－登録－位置登録待ち 

   ホームサーバからサーバ間ローミングサービスプロファイルを受信した状態。 

 

６．４．２．１．４ ＩＰＲ－登録－位置登録要求 

   ホームサーバに「サーバ間位置登録」インボークＡＰＤＵを送信した状態。 
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６．４．２．２ サーバ間位置登録削除手順 

６．４．２．２．１ ＩＳＲ－削除－空き 

   サーバ間位置登録削除オペレーションが起動されていない状態。 

 

６．４．２．３ サーバ間ローミング着信手順 

６．４．２．３．１ ＩＳＲ－着信－空き 

   サーバ間ローミング着信オペレーションが起動されていない状態。 

 

６．４．２．４ サーバ間位置情報照合手順 

６．４．２．４．１ ＩＳＲ－照合－空き 

   サーバ間位置情報照合オペレーションが起動されていない状態。 

 

６．４．２．４．２ ＩＳＲ－照合－位置情報照合要求 

   ホームサーバに「サーバ間位置情報照合」インボークＸＭＬを送信した状態。 

 

６．４．２．５ サーバ間認証演算手順 

  本手順は、シナリオ２でのみ定義される。 

 

６．４．２．５．１ ＩＳＲ－認証－空き 

 サーバ間認証演算オペレーションが起動されていない状態。 

 

６．４．２．５．２ ＩＳＲ－認証－認証演算要求 

 定義しない。（ＰＳとしてはＪＪ-20.60 を引用する。） 

 

６．５ ＳＳ－ＩＳＲ信号手順 

 本節ではＳＳ－ＩＳＲ信号手順を規定する。なお、理解を助けるために、ホームサーバやビジタサーバの内部動作、無

線区間でのＰＳ（ＷｉＦｉ端末）に対する処理等も必要により記述しているが、これらは本信号手順の規定範囲外である。 

 

６．５．１ サーバ間位置登録手順 

 サーバ間位置登録手順は、ＰＳがビジタサーバに移動した際に、ビジタサーバにより起動される、サービスプロファイ

ルの取得、ＰＳの認証、サーバ間位置登録という一連の処理の総称である。 
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６．５．１．１ ビジタサーバの動作 

６．５．１．１．１ サービスプロファイルの取得 

６．５．１．１．１．１ 正常手順 

 ＰＳより位置登録の要求を受信したサーバは、該ＰＳのＰＳ番号がＨＬＲにもＶＬＲにも登録されていない場合、該Ｐ

Ｓに対してビジタサーバであると認識し、サーバ間位置登録手順を開始する。 

 ビジタサーバは、該ＰＳのＰＳ番号を分析してホームサーバを識別し、ホームサーバへ「サーバ間サービスプロファイ

ル問い合わせ」インボークＸＭＬを送出し、タイマＴ１を開始し、「ＩＳＲ－登録－サービスプロファイル問い合わせ要

求」状態に遷移する。 

 そして、ホームサーバから「サーバ間サービスプロファイル問い合わせ」リターンリザルトＸＭＬを受信した場合、タ

イマＴ１を停止し、「ＩＳＲ－登録－位置登録待ち」状態に遷移する。 

 

６．５．１．１．１．２ 準正常手順 

 ホームサーバに「サーバ間サービスプロファイル問い合わせ」インボークＸＭＬを送信できない場合、ビジタサーバは

該ＰＳに位置登録の失敗を通知する。 

 ホームサーバから「サーバ間サービスプロファイル問い合わせ」リターンエラーＸＭＬまたはリターンリジェクトＸＭ

Ｌを受信した場合、ビジタサーバはタイマＴ１を停止し、該ＰＳに位置登録の失敗を通知し、「ＩＳＲ－登録－空」状態

に戻る。 

 タイマＴ１がタイムアウトした場合、ビジタサーバは該ＰＳに位置登録の失敗を通知し、「ＩＳＲ－登録－空」状態に

戻る。 

 

６．５．１．１．２ ＰＳの認証 

６．５．１．１．２．１ 正常手順／準正常手順 

  ＷｉＦｉ端末はＲａｄｉｕｓプロトコル認証に委ねる。 

  ＰＳに関しては JJ-20.60 に委ねる。 

 

６．５．１．１．３ サーバ間位置登録 

６．５．１．１．３．１ 正常手順 

 ビジタサーバは該ＰＳ（ＷｉＦｉ端末）に割り当てたサーバ間ローミング番号を含む「サーバ間位置登録」インボーク

ＸＭＬをホームＸＭＬに送信し、タイマＴ１を開始し、「ＩＳＲ－登録－位置登録要求」状態に遷移する。 

 そして、ホームサーバから「サーバ間位置登録」リターンリザルトＸＭＬを受信した場合、ビジタサーバはタイマＴ１

を停止し、該ＰＳ（ＷｉＦｉ端末）をＶＬＲに登録し、該ＰＳに位置登録の成功を通知し、「ＩＳＲ－登録－空」状態

に戻る。 

 

６．５．１．１．３．２ 準正常手順 

 ホームサーバに「サーバ間位置登録」インボークＸＭＬを送信できない場合、ビジタサーバは該ＰＳ（ＷｉＦｉ端末）

に位置登録の失敗を通知し、「ＩＳＲ－登録－空」状態に戻る。 

 ホームサーバから「サーバ間位置登録」リターンエラーＸＭＬまたはリターンリジェクトＸＭＬを受信した場合、ビジ
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タサーバはタイマＴ１を停止し、該ＰＳに位置登録の失敗を通知し、「ＩＳＲ－登録－空」状態に戻る。 

 タイマＴ１がタイムアウトした場合、ビジタサーバは該ＰＳに位置登録の失敗を通知し、「ＩＳＲ－登録－空」状態に

戻る。 

 

６．５．１．２ ホームサーバの動作 

６．５．１．２．１ サービスプロファイルの通知 

６．５．１．２．１．１ 正常手順 

 サーバは「サーバ間サービスプロファイル問い合わせ」インボークＸＭＬを受信した場合、ホームサーバであると認識

する。 

 そして、インボークＸＭＬに含まれるＰＳ番号がＨＬＲに登録されていて、かつサーバ間ローミングサービスが許容さ

れている場合、「サーバ間サービスプロファイル問い合わせ」リターンリザルトＸＭＬをビジタサーバに送信し、タイ

マＴ２を開始し、「ＩＳＲ－登録－位置登録待ち」状態に遷移する。 

 

６．５．１．２．１．２ 準正常手順 

 インボークＸＭＬに含まれるＰＳ番号がＨＬＲに登録されていない場合、ホームサーバは「サ－バ間サービスプロファ

イル問い合わせ」リターンエラーＸＭＬをビジタサーバに送信し、「ＩＳＲ－登録－空」状態に戻る。 

 ＰＳ（ＷｉＦｉ端末）番号はＨＬＲに登録されているがサーバ間ローミングサービスが非許容の場合、ホームサーバは

「サーバ間サービスプロファイル問い合わせ」リターンエラーＸＭＬをビジタサーバに送信し、［ＩＳＲ－登録－空」

状態に戻る。 

 

６．５．１．２．２ サーバ間位置登録 

６．５．１．２．２．１ 正常手順 

 「ＩＳＲ－登録－位置登録待ち」状態で、ビジタサーバより「サーバ間位置登録」インボークＸＭＬを受信した場合、

ホームサーバはタイマＴ２を停止し、「インボークＸＭＬに含まれるサーバ間ローミング番号をＨＬＲに登録する。そし

て、「サーバ間位置登録」リターンリザルトＸＭＬをビジタサーバに送出し、「ＩＳＳ－登録－空」状態に戻る。 

 

６．５．１．２．２．２ 準正常手順 

 サーバ間ローミング番号が不正の場合、ホームサーバは「サーバ間位置登録」リターンエラーＸＭＬをビジタサーバに

送出し、「ＩＳＲ－登録－空」状態に戻る。 

 タイマＴ２がタイムアウトした場合、ホームサーバは「ＩＳＲ－登録－空」状態に戻る。 
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６．５．２ サーバ間位置登録削除手順 

 ホームサーバは、ＨＬＲのサーバ間ローミング番号を更新または削除する必要が生じた際に、既に異なるサーバ間ロー

ミング番号（以下、旧サーバ間ローミング番号）が登録されている場合は、サーバ間位置登録削除手順を起動する。 

 

６．５．２．１ ホームサーバの動作 

６．５．２．１．１ 正常処理 

 ホームサーバは、旧サーバ間ローミング番号を分析して旧ビジタサーバを識別し、旧ビジタサーバへ「サーバ間位置登

録削除」インボークＸＭＬを送出し、タイマＴ１を開始し、「ＩＳＲ－削除－位置登録削除要求」状態に遷移する。 

 そして、旧ビジタサーバから「サーバ間位置登録削除」リターンリザルトＸＭＬを受信した場合、タイマＴ１を停止し、

「ＩＳＲ－削除－空」状態に戻る。 

 

６．５．２．１．２ 準正常手順 

 旧ビジタサーバに「サーバ間位置登録削除」インボークＸＭＬを送信できない場合、ホームサーバは、サーバ間位置登

録削除手順を再度起動してもよい。 

 旧ビジタサーバから「サーバ間位置登録削除」リターンエラーＸＭＬまたはリターンリジェクトＸＭＬを受信した場合、

ホームサーバはタイマＴ１を停止し、「ＩＳＲ－削除－空」状態に戻る。 

 タイマＴ１がタイムアウトした場合、ホームサーバは「ＩＳＲ－削除－空」状態に戻る。 

 

６．５．２．２ 旧ビジタサーバの動作 

６．５．２．２．１ 正常手順 

 サーバは「サーバ間位置登録削除」インボークＸＭＬを受信した場合、旧ビジタサーバであると認識する。 そして、

インボークＸＭＬに含まれるＰＳ番号がＶＬＲに登録されている場合、該登録を削除し、「サーバ間位置登録削除」リタ

ーンリザルトＸＭＬをホームサーバに送信する。 

 

６．５．２．２．２ 準正常手順 

 インボークＸＭＬに含まれるＰＳ番号がＶＬＲに登録されていない場合、旧ビジタサーバは「サーバ間位置登録削除」

リターンエラーＸＭＬをホームサーバに送信する。 

 

６．５．３ 発信手順 

６．５．３．１ ビジタサーバの動作 

６．５．３．１．１ 正常手順 

 ＰＳ（ＷｉＦｉ端末）から発呼要求を受けたビジタサーバは、ＶＬＲに登録されているサービスプロファイル情報に基

づいてＰＳの認証を行い、成功の場合にのみ発呼処理を継続する。また、ＶＬＲにサービスプロファイル情報として、

発番号、加入者クラスが登録されている場合は、発呼処理の際にその情報を利用してもよい。 
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６．５．３．１．２ 準正常手順 

  ＰＳの認証に失敗した場合、ビジタサーバは通常の呼制御手順で発信呼を切断する。 

 

６．５．３．２ ホームサーバの動作 

  ホームサーバは、ビジタサーバにおけるＰＳの発信手順には関与しない。 

 

６．５．４ 着信手順 

６．５．４．１ ホームサーバの動作 

６．５．４．１．１ 正常手順 

 ＰＳへの着信要求を受けたホームサーバは、ＨＬＲを検索し、該ＰＳがホームサーバに存在する場合は、通常の着信処

理を行う。一方、該ＰＳがホームサーバに存在しない場合はサーバ間ローミング番号をＨＬＲより取得し、該サーバ間ロ

ーミング番号に対して着信呼を転送する処理を行う。この際、ホームサーバは、「サーバ間ローミング着信」インボーク

ＸＭＬをビジタサーバに送信し、タイマＴ３を開始し、「ＩＳＲ－着信－ローミング着信」状態に遷移する。また、ホー

ムサーバは、受信した着信要求における着番号を「サーバ間ローミング着信」インボークＸＭＬの着番号情報要素に設定

して、ビジタサーバに通知しても良い。 

 そして、タイマＴ３がタイムアウトした場合、ホームサーバは「ＩＳＲ－着信－空」状態に戻る。また、ビジタサーバ

への転送処理が不完了に終わった場合、ホームサーバはタイマＴ３を停止し、「ＩＳＲ－着信－空」状態に戻る。 

 

６．５．４．１．２ 準正常手順 

 ビジタサーバより「サーバ間ローミング着信」リターンエラーＸＭＬまたはリターンリジェクトＸＭＬを受信した

場合、ホームサーバはタイマＴ３を停止し、「ＩＳＲ－着信－空」状態に戻る。この後、ホームサーバは必要により、

ＨＬＲのリカバリー処理を行ってもよい。 

 

６．５．４．２ ビジタサーバの動作 

６．５．４．２．１ 正常手順 

 ビジタサーバは、「サーバ間ローミング着信」インボークＸＭＬを受信した場合、ＸＭＬ情報に含まれるＰＳ番号と

サーバ間ローミング番号がＶＬＲに記憶している値と同じかどうか照合する。そして照合結果が一致の場合は、ＰＳ）

への着信処理を開始する。 

 なお、着信処理の途中でビジタサーバは、ＶＬＲに登録されているサービスプロファイル情報に基づいてＰＳ（ＷｉＦ

ｉ端末）の認証を行い、成功の場合にのみ着信処理を継続する。 
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６．５．４．２．２ 準正常手順 

 ＰＳ（ＷｉＦｉ端末）番号とサーバ間ローミング番号の照合結果が不一致の場合、ビジタサーバは「サーバ間ローミン

グ着信」リターンエラーＸＭＬをホームサーバに送出し、レスポンス値＃４１「４０４」を用いて着信呼の切断処理

を行う。この後、ビジタサーバは必要により、ＶＬＲのリカバリー処理を行ってもよい。 

 

（注）ビジタサーバにおける「サーバ間ローミング着信」のオペレーションは、照合結果が一致と判定した時点で正常終

了する。従って、ＰＳビジー、ＰＳ不応答等によりＰＳへの着信処理が不完了となった場合は、「サーバ間ローミング着

信」のオペレーションはホームサーバに送出しない。 

 

 ＰＳの認証に失敗した場合、ビジタサーバは通常の呼制御手順で着信呼を切断する。 

 

６．５．５ ＰＩＮＸ間位置情報照合手順 

６．５．５．１ ビジタＰＩＮＸによる起動 

６．５．５．１．１ ビジタＰＩＮＸの動作 

６．５．５．１．１．１ 正常手順 

 ビジタサーバは、ホームサーバへ「サーバ間位置情報照合」インボークＸＭＬを送出し、タイマＴ１を開始し、「Ｉ

ＳＲ－照合－位置情報照合要求」状態に遷移する。 

  そして、ホームサーバから「サーバ間位置情報照合」リターンリザルトＸＭＬを受信した場合、タイマＴ１を停止し、

「ＩＳＲ－照合－空」状態に戻る。そして、リターンリザルトＸＭＬに含まれる照合結果が不一致の場合は、該Ｐ

ＳをＶＬＲから削除してもよい。 

 

６．５．５．１．１．２ 準正常手順 

   ホームサーバに「サーバ間位置情報照合」インボークＸＭＬを送信できない場合、ビジタサーバは、Ｐサーバ間位

置情報照合手順を再度起動してもよい。 

   ホームサーバから「サーバ間位置情報照合」リターンエラーＸＭＬまたはリターンリジェクトＸＭＬを受信した場

合、ビジタサーバはタイマＴ１を停止し、「ＩＳＲ－照合－空」状態に戻る。そして、該ＰＳをＶＬＲから削除する。 

  タイマＴ１がタイムアウトした場合、ビジタサーバは「ＩＳＲ－照合－空」状態に戻る。 

 

６．５．５．１．２ ホームサーバの動作 

６．５．５．１．２．１ 正常手順 

   ホームサーバは「サーバ間位置情報照合」インボークＸＭＬを受信した場合、インボークＸＭＬに含まれるＰＳ番

号がＨＬＲに登録されているかを調査し、登録されている場合は、インボークＸＭＬに含まれる他の情報をＨＬＲ

の内容と照合し、照合結果を含む「サーバ間位置情報照合」リターンリザルトＸＭＬをビジタサーバに送信する。 



 － 28 － ＪＪ－２２．０７ 

 

６．５．５．１．２．２ 準正常手順 

   インボークＸＭＬに含まれるＰＳ番号がＨＬＲに登録されていない場合、ホームサーバは「サーバ間位置情報照合」

リターンエラーＸＭＬをビジタサーバに送信する。 

 

６．５．５．２ ホームサーバによる起動 

６．５．５．２．１ ホームサーバの動作 

６．５．５．２．１．１ 正常手順 

   ホームサーバは、ビジタサーバへ「サーバ間位置情報照合」インボークＸＭＬを送出し、タイマＴ１を開始し、「Ｉ

ＳＲ－照合－位置情報照合要求」状態に遷移する。 

  そして、ビジタサーバから「サーバ間位置情報照合」リターンリザルトＸＭＬを受信した場合、タイマＴ１を停

止し、「ＩＳＲ－照合－空」状態に戻る。そして、リターンリザルトＸＭＬに含まれる照合結果が不一致の場合は、

ＨＬＲの該ＰＳのサーバ間ローミング番号を無効としてもよい。 

 

６．５．５．２．１．２ 準正常手順 

   ビジタサーバに「サーバ間位置情報照合」インボークＸＭＬを送信できない場合、ホームサーバは、サーバ間位置

情報照合手順を再度起動してもよい。 

   ビジタサーバから「サーバ間位置情報照合」リターンエラーＸＭＬまたはリターンリジェクトＸＭＬを受信した場

合、ホームサーバはタイマＴ１を停止し、「ＩＳＲ－照合－空」状態に戻る。そして、ＨＬＲの該ＰＳのデータを初

期化する。 

   タイマＴ１がタイムアウトした場合、ホームサーバは「ＩＳＲ－照合－空」状態に戻る。 

 

６．５．５．２．２ ビジタサーバの動作 

６．５．５．２．２．１ 正常手順 

   ビジタサーバは「サーバ間位置情報照合」インボークＸＭＬを受信した場合、インボークＸＭＬに含まれるＰＳ番

号がＶＬＲに登録されているかを調査し、登録されている場合は、インボークＸＭＬに含まれる他の情報をＶＬＲ

の内容と照合し、照合結果を含む「サーバ間位置情報照合」リターンリザルトＸＭＬをホームサーバに送信する。 

 

６．５．５．２．２．２ 準正常手順 

   インボークＸＭＬに含まれるＰＳ番号がＶＬＲに登録されていない場合、ビジタサーバは「サーバ間位置情報照合」

リターンエラーＸＭＬをホームサーバに送信する。 

 

６．５．６ サーバ間認証演算手順 

  本手順はＷｉＦｉ端末として無関係である為、記載しない。   

  ＰＳの動作に関してＪＪ－２０．６０を参照すること。   
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６．６ ＳＳ－ＩＳＲパラメータ値 

６．６．１ タイマＴ１ 

  サーバはＳＳ－ＩＳＲで定義されるオペレーションクラス２のインボークＸＭＬを送信した時は必ず、インボークＸ

ＭＬに対する応答を監視するために、タイマＴ１を動作させなければならない。 

  タイマＴ１は、ＳＳ－ＩＳＲで定義されるオペレーションクラス２のインボークＸＭＬを送信したときに開始し、対

応するリターンリザルトＸＭＬ、リターンエラーＸＭＬ、リターンリジェクトＸＭＬの何れかを受信した時に停止す

る。また、タイマＴ１が満了した場合は、６．５節に規定される手順に従う。 

 タイマＴ１のデフォルト値は３０秒とする。 

 

６．６．２ タイマＴ２ 

 サーバ間位置登録手順において、ホームサーバは、サーバ間位置登録オペレーションが起動されるのを監視するため、

タイマＴ２を動作させなければならない。 

 タイマＴ２は、「サーバ間サービスプロファイル問い合わせ」リターンリザルトＸＭＬを送信したときに開始し、「サー

バ間位置登録」インボークＸＭＬを受信した時に停止する。また、タイマＴ２が満了した場合は、６．５節に規定さ

れる手順に従う。 

 タイマＴ２のデフォルト値は３０秒とする。 

 

６．６．３ タイマＴ３ 

 サーバはＳＳ－ＩＳＲで定義されるオペレーションクラス３のインボークＸＭＬを送信した時は必ず、インボークＸＭ

Ｌに対するエラー応答を監視するために、タイマＴ３を動作させなければならない。 

 タイマＴ３は、ＳＳ－ＩＳＲで定義されるオペレーションクラス３のインボークＸＭＬを送信したときに開始し、対応

するリターンエラーＸＭＬ、リターンリジェクトＸＭＬの何れかを受信した時に停止する。また、タイマＴ３が満了

した場合は、６．５節に規定される手順に従う。 

 タイマＴ３のデフォルト値は３０秒とする。 
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６．７ 他のサービスとの相互作用 

６．７．１ 発信者番号通知（ＣＬＩＰ） 

        相互作用無し 

 

６．７．２ 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ） 

        相互作用無し             

 

６．７．３ 接続先番号通知（ＣＯＬＰ） 

               相互作用無し             

 

６．７．４ 接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ） 

       相互作用無し             
 

６．７．５ 無条件着信転送（ＣＦＵ） 

               相互作用無し 

 

６．７．６ ビジー時着信転送（ＣＦＢ） 

               相互作用無し 

 

６．７．７ 無応答時着信転送（ＣＦＮＲ） 

               相互作用無し 

 

６．７．８ 呼毎着信転送（ＣＤ） 

               相互作用無し 
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付録Ａ（参考）ＸＭＬの定義 

 

 全体のメッセージボディの枠組み 

 

 下記に Method 内の新規ヘッダー例を記載する。 

 

Session Initiation Protocol 

    Request-Line: INVITE sip:XXXXXXXX@domain.ne.jp;user=phone SIP/2.0 

        Method: INVITE 

        Resent Packet: False 

    Message Header 

        Via: SIP/2.0/UDP 100.50.20.170:5060;branch=z9hG4bK-a52f26-496736.761 

        From: <sip:XXXXXXXX@domain;.ne.jp;user=phone>;tag=14748c89 

        To: <sip:XXXXXXXX@domain.ne.jp;user=phone> 

        Call-ID: 722df03a@100.50.20.170 

        CSeq: 787025002 INVITE 

        Contact: <sip:XXXXXXX@100.50.20.170:5060> 

            Contact Binding: <sip:XXXXXXX@100.50.20.170:5060> 

                URI: <sip:XXXXXXXX@100.50.20.170:5060> 

                    SIP contact address: sip:XXXXXXXX@100.50.20.170:5060 

        Max-Forwards: 55 

        Supported:  

        Session-Expires: 180 

        P-Preferred-Identity: <tel:XXXXXXXXXX> 

        Privacy: none 

        Allow: INVITE, ACK, BYE, CANCEL, PRACK 

        Content-Type: application/ENTERNAT 

        Content-Length:   153 

    Message body 

        Enterprise Native Protocol 

Enterprise Native Protocol Version(v):0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

捕捉説明 

 Content-Type の ENTERNAT に関しては TTC 標準（企業 SIP）とする。 

 
 
 

{XML：Ver0.0.1 roming supllymenty service  } 

 / GetSerProfInf ::=  OPERATION / 

  / ARGUMENT  GetSerProfInfArg /  位置登録指示 

 / Wifi（PS number） 5000 / ローミング番号 

    ･････   
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付録Ｂ（参考）メッセージシーケンス例 
 

 本付録ではＳＳ－ＩＳＲの主要メッセージシーケンス例を示す。 

 

１．本付録では以下のような表記法を用いる。 

 

                 ＳＳ－ＩＳＲのための情報を含む呼と関連した信号のメッセージ 

                 ＳＳ－ＩＳＲのための情報を含まない呼と関連した信号のメッセージ 

               ＳＳ－ＩＳＲのための情報を含む呼と独立した信号のメッセージ 

                 ＳＳ－ＩＳＲのための情報を含まない呼と独立した信号のメッセージ 

 

  ｘｘｘ．ｉｎｖ オペレーションｘｘｘのインボークＸＭＬ 

    ｘｘｘ．ｒｅｓ オペレーションｘｘｘのリターンリザルトＸＭＬ 

  ｘｘｘ．ｅｒｒ オペレーションｘｘｘのリターンエラーＸＭＬ 

 

２．ＳＳ－ＩＳＲに関するサーバ間プロトコル制御のメッセージシーケンス例を示す。 

 

３．メッセージシーケンスを表す矢印の上部にメッセージ名を下部にオペレーション名を示す。 

  但し、ＳＳ－ＩＳＲに関連しない情報は記述しない。 
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Ｂ．１ サーバ間位置登録（正常） 

エンドポンント型サーバ間位置登録手順の正常メッセージシーケンス例を示す。 

  

Ｂ．１．１  ローミング動作１ （シーケンス） 

６２局のＷｉＦｉ端末（AAAA 番）が４７局のノードに移動した時のシーケンス 

ａ） ﾛｰﾐﾝｸﾞ 位置登録情報シーケンス 

    

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サーバ （47 局） 

     ＜VLR＞ 

サーバ （62 局） 

     ＜HLR＞ 

INVITE（ﾛｰﾐﾝｸﾞ：RQT<SIP：62ＡＡＡＡ> 

XＭＬ GetSerProfinf.inv：62ＡAAA） 

100 Trying 

200（ﾛｰﾐﾝｸﾞ:） 

ＸＭＬ: GetSerProfinf.res：62ＡＡＡＡ＜ホーム局の番号＞       

INVITE（ﾛｰﾐﾝｸﾞ：RQT＜sip:62ＡＡＡＡ＞ 

ＸＭＬ:LocRegUPD.inv：＜ﾙｰﾃｨﾝｸﾞ番号＞62ＡAAA  
＜ビジタ局番号＋ビジタ局での一時内線番号（仮想番号） 

47－5000 

100 Trying 

487（ﾛｰﾐﾝｸﾞ）  

ＸＭＬ: LocRegUpd.res 

WiFi 端末（ﾛｰﾐﾝｸ用ﾞ） 
ＡＡＡＡ番 
（電源投入） 
 

Reg：ＡAAA 

200 

            ＡＣＫ 

            ＡＣＫ 

端末移動 

 位置登録完了 
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Ｂ，２ ローミング位置登録後、ＶＬＲ局での接続についてのシーケンス（１）  

  ・ローミング端末（62-AAAA 番）から VLR 局の内線(BBBB 番)へ着信 

   着信番号は BBBB をダイヤルする。  

 

 

  

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

INVITE（RQT< sip:ＢＢＢＢ>(SDP)： 

MediaAttribute(a): rtpmap:0 PCMU/8000） 

WiFi 端末 
（ﾛｰﾐﾝｸ用ﾞ） 
発信 

    ＡＣＫ 

サーバ （47 局）  

＜ＶLR＞ 

サーバ （62 局） 

     ＜HLR＞ 

ﾛｰﾐﾝｸﾞ端末番号（発） 

62-ＡＡＡＡ 

                           ＶＬＲ局での接続 

INVITE(RQT<sip:1BBBB> 

MediaAttribute(a):rtpmap:0 PCMU/8000）

100 Trying 

180 Ringing 

180 Ringing 

200ＯＫ 

（SDP：Media Format: ITU-T G.711 PCMU 

Media Attribute Fieldname: ptime 

Media Attribute Value: 20 

200ＯＫ 

SDP： Media Format: ITU-T G.711 PCMU 

Media Attribute (a): rtpmap:0 PCMU/8000 

Media Attribute Value: 20 

        標準ＳＩＰ          標準ＳＩＰ 

    BYE 

    200 
    BYE 

    200 

WiFi 端末 
着信（呼び出し） 

WiFi 端末 
着信（応答） 

通信中 

呼び出し中 

ﾛｰﾐﾝｸﾞ端末番号（発） 

62-ＡＡＡＡ 

100 Trying 

    ＡＣＫ 
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Ｂ．２ ローミング位置登録後、ＶＬＲ局での接続についてのシーケンス（２）  

 ・VLR 局の内線（BBBB）からローミング端末（62-AAAA 番）へ着信 

 着信番号は 62-AAAA 番をダイヤルする。 

 

 

  

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

INVITE（RQT< sip:6２―ＡＡＡＡ>(SDP)： 

MediaAttribute(a): rtpmap:0 PCMU/8000 

Media Attribute (a): ptime:20 

Media Attribute Fieldname: ptime 

Media Attribute Value: 20 

WiFi 端末 
発信 

サーバ （47 局） 

     （ＶＬＲ） 

サーバ （62 局） 

     ＜HLR＞ 

ﾛｰﾐﾝｸﾞ端末番号（着信） 

62-AAAA 

                           ＶＬＲ局での接続 

INVITEsip:62ＡＡＡＡ; 

From:"47ＢＢＢＢ"<sip:8147152003@192.168.2.4> 

Media Attribute (a): rtpmap:0 PCMU/8000 

Media Attribute (a): ptime:20 

100 Trying 

        標準ＳＩＰ          標準ＳＩＰ 

WiFi 端末 
（ﾛｰﾐﾝｸ用ﾞ） 
着信（呼び出し） 

WiFi 端末番号（発信） 

47-BBBB 

100 Trying 

INVITE（ﾛｰﾐﾝｸ転送＜着信＞： 

RQT<sip:47AAAA@192.168.1.104;user=phone SIP/2.0 

From:"8147152003"<sip:8147152003@192.168.1.104> 

XML：RomCallFwrd.inv  PSN：番号無し、発番：62AAAA  

SDP：Media Type: audio  Media Port: 50010   

Media Proto: RTP/AVP 

Media Attribute (a): rtpmap:0 PCMU/8000 

Media Attribute (a): ptime:20 

INVITE 

100 Trying 

180 Ringing 

100 Trying 

180 Riniging 

PRACK 

200 

180 Riniging 

PRACK 

200 

180 Ringing
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前ページの続き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＣＫ 

    ＡＣＫ 

200ＯＫ 

    BYE 

    200 

    BYE 

    200 

WiFi 端末 
（ﾛｰミング用） 
着信（応答） 

WiFi 端末 
発（切断） 

200ＯＫ 

ＡＣＫ 

200ＯＫ 

ＡＣＫ 

２００ ＯＫ 

通信中 

    BYE 

    200 

    BYE 

    200 
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Ｂ．３ ローミング位置登録後、ＨＬＲ局でローミング端末を呼び出し  

   ・固定端末（62-AAAA 番）から VLR 局の内線(62-BBBB 番)へ着信 

   着信番号は BBBB をダイヤルする。 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サーバ （47 局） 

     ＜VLR＞ 

サーバ （62 局） 

     ＜HLR＞ 

INVITE（ﾛｰﾐﾝｸ転送＜着信＞： 

RQT<sip:4759000＜仮想番号＞@192.168.1.104;user=phone SIP/2.0 

From: "62" <sip:62AAAA@192.168.1.104> 

XML：RomCallFwrd.inv  PSN：番号無し、発番：62AAAA  

SDP：Media Type: audio  Media Port: 50010  Media Proto: RTP/AVP 

Media Attribute (a): rtpmap:0 PCMU/8000 

Media Attribute (a): ptime:20 

100 Trying 

PRACK 

WiFi 端末 
（ﾛｰﾐﾝｸ用） 
62-BBBB 番 

200 

            ＡＣＫ 

端末移動

固定ﾞ端末（発） 

62-AAAA 

INVITE（：RQT<SIP：BBBB> 

    BYE 

100 Trying 

180 Ringing 

200 

180 Riniging 

200 

ACK 

200 

ACK 

固定端末
発信 

WiFi 端末 
（ﾛｰﾐﾝｸ用ﾞ） 
着信（呼び出し） 

WiFi 端末 
（ﾛｰﾐﾝｸ用ﾞ） 
着信（応答） 

WiFi 端末 
（ﾛｰﾐﾝｸ用ﾞ） 
着信（切断） 

     200 

BYE 

  ２００ 

BYE 

  ２００ 

通信中 

180 Ringing 

INVITE（：RQT<SIP：BBBB> 

100 Trying 
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Ｂ．４ サーバ間位置登録（準正常） 

  サーバ間位置登録手順の準正常メッセージシーケンス例を示す。 

  本シーケンス例は、ホームサーバにてＳＳ－ＩＳＲを規制する場合等に用いられる。 

 

    

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サーバ （47 局） 

     ＜VLR＞ 

サーバ （62 局） 

     ＜HLR＞ 

INVITE（ﾛｰﾐﾝｸﾞ：RQT<SIP：62ＡＡＡＡ> 

XＭＬ GetSerProfinf.inv：62ＡAAA） 

100 Trying 

200（ﾛｰﾐﾝｸﾞ:）  ＸＭＬ：GetSerProfInf.err

WiFi 端末（ﾛｰﾐﾝｸ用ﾞ） 
ＡＡＡＡ番 
（電源投入） 
 

Reg：ＡAAA 

407 
            ＡＣＫ 

端末移動 

 位置登録不完了 

ＢＹＥ 

２００ 
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Ｂ．５ サーバ間位置登録削除（正常） 

 サーバ間位置登録削除手順の正常メッセージシーケンス例を示す。 

 

 

    

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サーバ （47 局） 

     ＜VLR＞ 

サーバ （62 局） 

     ＜HLR＞ 

INVITE（ﾛｰﾐﾝｸﾞ：RQT<SIP：62ＡＡＡＡ> 

XＭＬ G LocRegDel.inv：62ＡAAA）

100 Trying 

            ＡＣＫ 

端末移動 

 位置登録削除 

ＢＹＥ 

２００ 

２００ ＸＭＬ：LocRegDel..res 
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Ｂ．６ サーバ間ローミング着信（準正常） 

 サーバ間ローミング着信手順の準正常メッセージシーケンス例を示す。本シーケンス例は、ビジタサーバにおい

てローミングＷｉＦｉ端末が認識できない場合等に用いられる。 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サーバ （47 局） 

     ＜VLR＞ 

サーバ （62 局） 

     ＜HLR＞ 

INVITE（ﾛｰﾐﾝｸ転送＜着信＞： 

RQT<sip:4759000＜仮想番号＞@192.168.1.104;user=phone SIP/2.0 

From: "62" <sip:62AAAA@192.168.1.104> 

XML：RomCallFwrd.inv  PSN：番号無し、発番：62AAAA  

SDP：Media Type: audio  Media Port: 50010  Media Proto: RTP/AVP 

Media Attribute (a): rtpmap:0 PCMU/8000 

Media Attribute (a): ptime:20 

100 Trying 

WiFi 端末 
（ﾛｰﾐﾝｸ用） 
62-BBBB 番 

端末移動

固定ﾞ端末（発） 

62-AAAA 

INVITE（：RQT<SIP：BBBB> 

100 Trying 

４０７ 

 ４０７ ＸＭＬ（RomCallFwrd..err） 

ACK 

固定端末
発信 

            ＡＣＫ 
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Ｂ．７ サーバ間位置情報照合（正常） 

 ビジタサーバ起動によるサーバ間位置情報照合手順の正常メッセージシーケンス例を示す。 

 

 

    

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サーバ （47 局） 

     ＜VLR＞ 

サーバ （62 局） 

     ＜HLR＞ 

INVITE（ﾛｰﾐﾝｸﾞ：RQT<SIP：62ＡＡＡＡ> 
XＭＬ LocInfChk.inv：62ＡAAA） 

100 Trying 

            ＡＣＫ 

端末移動 

 位置登録照合完了

ＢＹＥ 

２００ 

２００ ＸＭＬ：LocInfChk. 
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